１　単元名「景気変動からみる日本経済」（総時数５時間）
２　単元構成
⑴　単元設定の意図
本単元は，現在の景気を考える活動を通して，景気変動という現象をとらえる視点を獲得させるとともに，我が国の経済の現状をマクロ的に概観する力を身に付けさせることをねらいとしている。また，本単元は経済の学習の導入として位置付けている。経済の話題の中でも常に高い関心がもたれている景気変動を取り上げ，その特色を考える活動を通して，これから始まる経済学習に対する関心を高めていきたい。
現在の我が国の景気拡大期はすでに５年目を迎えている。今回の景気回復はバブル崩壊後の失われた10年間に企業が「設備・雇用・債務」の三つの過剰を解消するリストラによって始まった。これまでの好景気は「いざなぎ景気」にみられた電化製品の普及や「バブル景気」における所得の増加など好景気を実感できるものであった。しかし今回の好景気は，派遣社員やパートなど非正社員の採用による雇用形態の変化や，賃上げの抑制による消費の低迷など実感の乏しい景気回復とも言われこれまで経験してきた好景気とは異質な性格をもっている。また，公共事業に依存しなかった点や地域間の経済格差，所得格差，企業間格差など多くの課題を生み出した。
本単元は，今回の好景気に名前を付けるという活動を設定することによって，進行する経済活動に対する情報を収集させるとともに，これから始まる経済学習に対して疑問や問題意識をもたせたいと考えた。また，この単元の中で取り上げることになるリストラは，価格の成り立ちや企業の仕組みを理解することができる非常に有効な題材である。
生徒の中には景気が回復しているという実感をもてないでいる者が多い。これを誤った認識というべきか，的確な状況把握というべきかは意見が分かれるところであろう。今回の景気を牽引している製造業が立地している地域では回復傾向にあるが，子どもたちが生活している山口市はサービス業の比率が高い「消費の街」であるため，景気は足踏み状態である。そこで本単元では地域調査の時間を設定した。身近な地域を調査することで，生徒の地域経済に対する認識を深めさせるとともに，調査によって知り得た情報と他の地域の景気動向を比較することで，我が国全体の景気をとらえさせることが可能になる。また，地域の景気の状況を知るためには，地域の経営者や商工会議所の職員などと密接な関係を築く必要があり，その関係づくりの過程を通して，自分たちが住む地域に対する理解と愛情を深めさせていきたい。
本単元では「現在の景気回復に名前をつける」という活動に取り組ませる。生徒がつけるであろう名前として「格差景気」「小泉景気」「リストラ景気」などがあり，「格差景気」は実態，「小泉景気」は牽引者，「リストラ景気」は手段に注目し表現したものである。しかし，これは生徒が今回の景気のそれぞれの一側面にしか注目していないことを示したものである。そこで一人の生徒にいくつもの名前を考えさせ，その中から最も適切な名前を選択する過程を仕組むことにより，事象を多面的にとらえる視点が獲得されるとともに，事象に対する認識が深まっていく。また，事象に対する名前やその根拠を発表し，検討していくことによって，これまでの個別学習では得ることができなかった新たな視点を獲得させることができる。さらに，景気回復の本質をとらえるには，様々な要因を比較検討していく必要性があることに気付かせたい。
⑵　単元構成表
	次
	学習内容・活動
	主眼
	確かな知識を獲得させるために

	１
	戦後最長の景気拡大期

（課題設定）
	・現在の景気回復の長さに着目することを通して，「景気回復に名前をつけよう」という課題に対する関心を高めることができる。
	・既有の知識に基づいて現在の景気回復の現状を説明する場面を設定する。
・経済の学習に対する関心を高めるために，景気回復に名前をつける活動を設定する。

	２
	日本全体の景気動向

（調査活動）
	・日本全体の景気に関する資料を収集し，吟味する活動を通して，日本全体の景気の現状をとらえることができる。
	・新聞，書籍，インターネットなどを通して，考察する価値のある情報を素材として収集させる。

	３
	地域（山口市）の景気動向
（調査活動）
	・山口市の景気に関する資料の収集や取材活動を通して，山口市の景気の現状をとらえることができる。
	・自分たちが生活している地域の情報を収集することで，公民的分野における地域調査を体験させる。

	４
	景気回復の名称の決定
（収集した情報に対する考察）
	・調査活動から得た情報を分析することを通して，景気回復に対する自らの意見を構築するとともに，景気回復の名前を決定することができる。
	・これまで収集してきた情報を「実態」「牽引者」「手段」などの視点から考察し，評価させる。
・日本の景気回復に名前をつけるという作業を行わせることによって，これまで形成してきた認識を構造的に整理させる。

	５（本時）
	景気をとらえる視点の獲得

（発表・討論活動）
	・景気回復に対する名前の発表や討論活動を通して，事象をとらえる視点を獲得することができる。
	・他者の意見の背後にある視点の価値を肯定的に評価させる。

	６
	日本経済の概観
（振り返り）
	・景気回復とリストラの関係を整理する活動を通して，日本経済を概観するとともに，疑問点を明らかにすることができる。
	・これまでの活動を振り返ることによって，日本の経済に対する認識をまとめさせる。

	７
	今後の学習課題
（振り返り）
	・経済に対する疑問点を整理する活動を通して，今後追究すべき学習課題を設定することができる。
	・現時点で抱いている疑問点や問題点を課題として意識させる。

・課題を解決させるための見通しを立てさせる。


３　本時案
⑴　題材　「景気をとらえる視点の獲得」（４／５）
⑵　本時設定の意図
本時は生徒が考え出した現在の我が国の景気回復の名称を検討する活動を通して，事象を多面的にとらえる視点を獲得させるとともに，経済に対する疑問点を明らかにさせることをねらいとしている。
生徒は，前時までの学習で現在の景気回復について調査し，名前をつける作業を行ってきた。
本時では，授業の前半で各自がつけた名前とその根拠を発表させる。この発表，討論活動は，生徒がどれだけ今回の景気や社会の様子を認識しているか把握するとともに，一人一人の生徒に他者との認識の違いを感じさせ，自らの意見を見直し，事象をとらえる新たな視点に気づかせるという意味をもっている。次に示すのは生徒が考えた名前とその視点，根拠である。
	名　前
	視　点
	根　拠

	リストラ景気
	要　因
	リストラにより企業の体力が回復し，収益が上がっていった。

	21世紀景気
	期　間
	企業のリストラが一段落した2002年から景気回復が始まった。

	実感のない景気
	実　態
	リストラにより企業の収益は上がったが，消費の回復まで至っていない。

	格差景気
	
	リストラに成功した大企業と中小企業の格差や，今回の景気を牽引している製造業が多数立地している地域と地方との経済格差が発生した。

	小泉景気
	牽引者
	小泉（前）首相のリーダーシップのもと，不良債権処理に成功するなど景気回復に寄与した。

	都市型景気
	場　所
	景気が回復しているのは製造業が多数立地する大都市である。


上の表で示したように生徒は様々な視点で今回の好景気をとらえている。これらは個人による活動の結果であるため，今回の景気回復を一面からとらえたものにしかなっていない。この中から今回の景気回復の名前としてふさわしいものを選択させることで，事象の特色をとらえる際に重要となる視点に気付かせる。本単元において生徒に考察させたい視点は，不況から脱出し日本経済が再び景気回復へ移行することになった「要因」の側面である。今回の景気回復はバブル崩壊後，各企業が人員整理や雇用の抑制，不採算事業から撤退するなどリストラによる功績が大きい。その反面，リストラを強行できるだけの余力をもつ大企業と資本に乏しい中小企業の企業間格差や不安定な雇用による所得格差の広がりという問題を残した。このようにリストラに注目しその功罪を明らかにすることは，景気回復の本質に迫るとともに日本経済を大観することになる。
　さらに，授業の後半では，リストラと景気回復の関係を生徒に発表させながら教師がフローチャートで示していく。このフローチャートを作成する利点は，リストラと企業の収益，雇用，消費，株価との関連について生徒がどの程度認識しているかを把握することにある。本単元が経済学習の導入単元であるため，生徒が理解できていない部分は今後の学習課題として残す。また，生徒は利潤を追究するため人員を整理する企業の手法に対して疑問を抱くはずである。この生徒の矛盾や憤りをこれから生きていく上での課題として温めさせ，これからの地域社会づくり，日本社会づくりへのエネルギーとしていきたい。
⑶　主眼　
現在の我が国の景気回復の名称を検討する活動を通して，事象を多面的にとらえる視点を獲得するとともに，景気回復の特色と疑問点を明らかにすることができる。
⑷　本時の学習過程

	学習内容・活動
	教師の対応

	１　今回の景気回復の名前としてふさわしいものを発表する。

・リストラ景気　　・２１世紀景気

・小泉景気　　　　・都市型景気

・格差景気　　　　・実感のない景気
	○質疑応答をする中で，生徒が抱いている課題意識を把握する。
○景気回復の要因・問題点・時期の中で本時の授業で検討すべき内容を考えさせ，景気回復の要因を検討していくことの重要性を確認する。

	２　景気回復の要因について考える。


・リストラによって企業の経費が削減できた。

・小泉首相が改革を進めていった。

・インターネットや携帯電話など情報産業が発達した。

・消費者が新商品などを買い求めた。

・外国への輸出が増えた。
	○これまでの追究過程を振り返らせ，自分が最も支持する要因を挙げさせる。

○生徒が挙げる意見を構造的に板書する。

○表出された意見をもとに，小集団で話し合わせる。



	３　景気回復の要因を絞り込む。

＜リストラなどの企業努力＞

・経費削減によって利益が上がった。

・他者との競争に勝つため，商品開発を行った。

＜政府の政策＞

・政府が景気回復のため，税金を投入した。


	○景気回復は「企業の努力によるもの」と「政府の政策によるもの」に分かれることを確認する。

○表現こそ違っていても，ほとんどの生徒がリストラに注目していることを確認する。

○生徒の発言から，企業・政府・景気回復の関係を図にして板書する。

○政府の政策は景気回復に対して間接的で効果がすぐにあらわれないことをおさえ，即効性のある企業の対策を検討することの重要性を確認する。

	４　リストラが景気回復に与える影響を検証する。


・人件費の削減や不採算事業の撤退で企業の収益が上がる。

・企業の収益が上がることで雇用が増える。

・雇用が安定することで個人消費が増える。


	○リストラを始めてから景気が回復するまでの流れをフローチャートに表現させる。

○作成したフローチャートの中で，理解できないことを自由に挙げさせる。

○リストラが社会に与える「負」の部分を考えさせる。

○価格の成り立ちや，企業の仕組みの図を活用した説明を試みさせる。

	５　景気回復の概念と今後の経済の学習における課題を確認する。

・景気が回復している実感が無いのはなぜか。

・地方の景気が回復していないのはなぜか。
	○今回，景気が回復したと思われる要因を自分なりの言葉で表現させる。

○生徒の実生活における実感や住んでいる地域の景気の状態について考えさせる。

○本時の活動や現時点の生徒の反応から，生徒の疑問点を把握して今後の課題として位置づける。


４　評価基準表
	次
	学習内容・活動
	社会的事象への関心・意欲・態度
	社会的な思考・判断

	１
	戦後最長の景気拡大期

（課題設定）
	・現在の景気回復の長さに着目することを通して，自分なりに名前を付けるという課題に対する関心を高めることができる。
	・今回の景気回復に名前をつけるために必要な調査項目を指摘することができる。

	２
	日本全体の景気動向

（調査活動）
	・自分たちの生活に直接影響を与える格差に関心を高めることができる。
・景気回復の手法であるリストラの方法やその成果，問題点に対する関心を高めることができる。


	

	３
	地域（山口市）の景気動向
（調査活動）
	・直接取材する経営者の地域経済に対する思いや，業績を伸ばすための工夫に対する関心を高めることができる。
・中央と地方との間に生じた景気回復の格差に関心を高めることができる。
	

	４
	景気回復の名称の決定

（収集した情報に対する考察）
	・自分が理解した内容の表現について関心を高めることができる。
	・調査活動によって得た情報や自らの価値観に基づいて，景気回復の名前を決定することができる。

	５（本時）
	景気をとらえる視点の獲得

（発表・討論活動）
	・討論を乗り切るための方法について，関心を高めることができる。
・友達の景気をとらえる視点について，関心を高めることができる。
	・景気回復の特色をとらえるには要因の視点に注目する必要があることを指摘することができる。

	６
	日本経済の概観

（振り返り）
	・これまで扱ってきた情報のまとめ方について，関心を高めることができる。
	・これまでに獲得した情報をもとに，日本経済のしくみを指摘することができる。

	７
	今後の学習課題

（振り返り）
	・今後，何を明らかにしたら景気回復に対する理解が深まるかについて関心を高めることができる。
・今後，何を明らかにしたら経済に対する理解が深まるかについて関心を高めることができる。
	・景気について理解を深めていくための今後の見通しを指摘することができる。
・経済について理解を深めていくための今後の見通しを指摘することができる。

	
	

	資料活用の技能・表現
	社会的事象についての知識・理解

	
	

	・新聞や統計資料，インターネットの情報から，製造業が立地している地域では，景気は回復傾向にあるが，非製造業の比率の高い地域では景気回復が遅れていることを読み取ることができる。
・新聞記事から，今回の景気回復は企業によるリストラが大きく影響していることを読み取ることができる。
	・日本全体では，景気は回復傾向であるといわれているが，山口県を始め，いまだ景気回復の実感に乏しい地域が多数存在していることを理解することができる。
・人件費の削減や，不採算事業の撤退などのリストラが，景気回復に大きく影響しているが，一方では雇用問題などの問題を生み出している現状を理解することができる。

	・統計資料から，山口市における景気が回復傾向にある業種と回復が遅れている業種を読み取ることができる。
・統計資料から，山口市と県内外の他の地域の景気動向の違いを読み取ることができる。
	・山口市では製造業の比率が低く，サービス業の比率が高いため，他の地域よりも景気の回復の実感が薄いことを理解することができる。
・山口市のホテルの宿泊者数が伸びていることから，市外では景気は回復傾向にあることを理解することができる。


	・これまで収集した資料や調査結果をもとに，今回の景気回復の名前を表現することができる。

	

	・友達が調査した項目や，名前をつける際に決定づけた根拠の意見から，今回の景気をとらえる視点を読み取ることができる。

	・友達の意見から，今回の景気回復をとらえるには，多様な視点があることを理解することができる。

	・現時点で明らかになった景気回復の情報を整理しながら，日本経済の大まかなしくみを表現することができる。
	・現時点で明らかになった景気回復の情報と，解釈を組み合わせて，景気回復の特色を理解することができる。

	・これまでに獲得した情報を適切に類型化しながら，疑問点を表現することができる。
	・これまでの学習で挙がった疑問点を明らかにすることによって，経済に対する認識が深まることを理解することができる。




５　本単元の特色
⑴　現在進行中の景気回復へのネーミング

　社会的事象の名称は社会的事象の特性への理解を表現したものである。この名称を考えさせるという活動は，ある意味社会科における究極の学習活動といえる。この活動の効果をあえて，細かく挙げるとすれば，次のようになる。
	・身近な地域から日本全体までの景気の状態やこれまでの好景気との違い，景気回復の時期，景気を牽引している企業，景気回復が日本社会に与える影響など日本経済に関する多様な情報を収集しなければならない。

・地域の景気の状況を知るためには保護者や地域に住む経営者，商工会議所の職員などと密接な関係を築いていかなければならない。
・各自がつけた名前を発表，討論することによって，他者の認識の違いを感じるとともに，「要因「期間」「場所」「牽引者」「実態」「影響」など様々な側面から景気回復をとらえることができる。
・景気回復の要因であるリストラと景気回復の関連を整理することにより，経済の大まかな仕組みをとらえることができる。
・生徒の曖昧な認識やリストラに対する疑問，さらに「景気回復に実感がないのはなぜか」「地方の景気が回復しないのはなぜか」など生徒がもっている疑問を明らかにすることによって，これから始まる経済学習の課題を設定することができる。

















⑵　公民的分野における地域調査

これまで公民的分野においては，「地域調査」という概念はほとんど重要視されていなかった。今次の改訂では，地方自治などいくつかの小項目で調べ学習が提案されているが，授業時数との関連もあって，ほとんど実現されていない。

本単元における中心的な活動である「景気回復のネーミング」という活動に必要な「地域調査」は次のような構造の中に位置づけることができる。

	日本経済の動向
	山口県経済の動向

	
	場所
建設
・住宅　・土木建築
製造

・電気機械
販売
・コンビニエンスストア　
・スーパー　・百貨店　

サービス

・ホテル　・通信

・タクシー　・飲食店
金融

・銀行　・信用金庫




「３分野における地域調査」
	地理的分野
	歴史的分野
	公民的分野

	大項目
	内　容
	大項目
	内　容
	大項目
	内　容

	２
	「身近な地域」
「都道府県」
「世界の国々」
	１
	　・地域の歴史の流れ
	１
	「個人と社会生活」

・クリーン作戦

	
	
	２
	「古代までの日本」
・柳井の茶臼山古墳の銅鏡
　・周防や長門の国分寺
	２
	「私たちの生活と経済」

・景気動向　
・価格
「国民生活と福祉」
・地域の社会保障

	３
	「人口」
・過密・過疎地域

「生活・文化」

　・年中行事

　・食生活

「地域間の結び付き」

　・高速道路

　・鉄道

　・通信
	
	
	
	

	
	
	３
	「中世の日本」

　・奈良の大仏と山口県

　・大内文化
	３
	「民主政治と政治参加」

・地方自治


	
	
	４
	「近世の日本」
　・毛利氏の支配

　・長門の商品作物
	
	

	
	
	５
	「近現代の日本」
　・幕末から維新

　・大陸経営と山口県
	
	


６　本単元で形成させたい知識の構造

	価値的知識
	
	総括的知識

	· 地域の景気の現状を知ることは，経済に対する認識を高めるだけでなく，地域に
対する理解と愛情を深めることになる。

· 将来，公民として経済活動に主体的に参加していくためには，今回の景気回復の

「負」の側面であるリストラや経済の地域格差などの問題点を考える必要がある。

· 企業の役割は利益を上げるだけでなく，消費者や株主，従業員の利益を考え増進
させることである。
· 我が国の景気は製造業を中心に回復しているが，地域間の経済格差や所得格差な
ど新たな問題を生み出している。

· 今回の景気回復は人員整理や不採算事業からの撤退など企業のリストラによると

ころが大きい。
	
	

	
	

	マニュアル的知識
	
	定義的知識
	
	

	· 自分たちが生活する地域の景気動向と他

の地域の景気動向と比較することで，日本全体の景気の状態を適切にとらえることができる。

· 身近な地域の景気動向を知るためには，保

護者や経営者，商工会議所の職員などと密接な関係を築く必要がある。
· 日本全体の景気の特色を知るためには，新

聞や，統計資料，インターネットなどから価値のある情報を選択し，収集する必要がある。
○　景気回復の社会的事象の特色をとらえるためには，「要因」「実態」「時期」「牽引者」「場所」などの視点から考察する。
	
	· 景気変動とは

· 経済の地域格差とは

· 所得格差とは

· 利潤とは
· 価格とは

· 家計とは
· 企業とは
· 株式とは
· 財政政策とは

· 金融の働きとは

· リストラとは
· 雇用とは
· 勤労とは

· 消費とは


	
	構成的・要素的知識

	
	
	

	事実を共有するための知識
	
	

	【事象を認識するための知識】

企業　政府　家計　所得　消費　貯蓄　勤労　株式　市場　貿易　金融機関　価格　好景気　不景気　インフレーション　デフレーション　雇用　労働組合　　等
	
	





政　　府


小泉内閣総理大臣


『痛みをともなう構造改革』


財政改革（歳出削減）


民営化


不良債権処理




















リストラ景気（実態）





小泉景気（牽引者）





格差景気（実態）





生徒がつけた名前と視点





















































































































































「リストラによる経費削減が景気回復につながるのはなぜか」　＜中心発問２＞





「景気回復の要因は何か」　＜中心発問１＞











景気回復





リストラ





低所得者





高所得者





企　　業


　











　　　　収益の回復











家　　計








二極化





製造業中心地域





景気回復の状況の調査


（新聞・統計資料・ニュース・インターネット　等）





非製造業中心地域





　　リストラ以外を手段





フィールドワーク





事業所訪問





散策・生活





情報の整理





インタビュー





工夫点の発見


　・特価商品


　・ポイントカード


　・広告








リストラを手段









